
【
地
域
の
話
題
】 

 
元
役
場
跡
に
昭
和
48
年
に
建
て
ら
れ

た
堰
本
研
修
セ
ン
タ
ー
。階
段
の
昇
降
が

厳
し
く
、
老
朽
化
も
進
み
、
長
年
使
わ
れ

な
く
な
り
、今
年
７
月
に
取
り
壊
し
が
さ

れ
ま
し
た
。 

足
場
が 

組
ま
れ
た
最
後
の
姿 

で
す
。 

 
今
は
更
地
に
な 

っ
て
い
ま
す
。
長 

年
の
任
務
に
敬
意 

を
込
め
て
！ 

地
区
民
が
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
！ 

 

人と地域を育む愛宕の里 せきもと 
 令和４年夏号（No.13） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第
22
回 

堰
本
地
区
賀
詞
交
歓
会
を
開
催 

 

 
１
月
12
日
、
堰
本
地
区
交
流
館
に
お
い
て
堰
本
地

区
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
職
を
担
う
方
々
が
出
席
し
、
第

22
回
堰
本
地
区
賀
詞
交
歓
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 
せ
き
も
と
さ
と
づ
く
り
推
進
協
議
会
・
渋
谷
基
昌
会

長
の
あ
い
さ
つ
、
来
賓
の
堰
本
小
学
校
・
高
見
良
典
校

長
様
か
ら
あ
い
さ
つ
が
さ
れ
、堰
本
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
・
堀
江
準
二
会
長
の
祝
杯
で
祝
宴
が
催
さ
れ
、
思

い
思
い
の
交
流
が
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

 

第
22
回 

堰
本
地
区
賀
詞
交
歓
会
を
開
催 

 

 
１
月
12
日
、
堰
本
地
区
交
流
館
に
お
い
て
堰
本
地

区
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
職
を
担
う
方
々
が
出
席
し
、
第

22
回
堰
本
地
区
賀
詞
交
歓
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 
せ
き
も
と
さ
と
づ
く
り
推
進
協
議
会
・
渋
谷
基
昌
会

長
の
あ
い
さ
つ
、
来
賓
の
堰
本
小
学
校
・
高
見
良
典
校

長
様
か
ら
あ
い
さ
つ
が
さ
れ
、堰
本
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
・
堀
江
準
二
会
長
の
祝
杯
で
祝
宴
が
催
さ
れ
、
思

い
思
い
の
交
流
が
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

 

編
集
後
記 

 
今
年
は
暑
い
夏
で
、異
常

気
象
が
毎
年
あ
る
と
「
異

常
」
で
な
く
な
る
よ
う
な
。

線
状
降
水
帯
に
か
か
る
地

域
で
の
災
害
が
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
世
界

中
で
も
熱
波
、
豪
雨
な
ど

様
々
な
災
害
が
続
い
て
い

ま
す
。改
め
て
地
球
環
境
破

壊
を
防
ぐ
た
め
に
人
類
の

課
題
と
捉
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。 

表
紙
写
真
は
、
６
月
の
自

然
観
察
会
で
の
一
コ
マ
で

す
。身
近
な
環
境
を
見
る
の

も
大
事
で
す
ね
。 

活 

動 

報 

告 

発行：せきもとさとづくり推進協議会 

開
級
式
と
話
し
合
い
・
ミ
ニ
畳
制
作 

 
今
年
度
は
17
人
の
申
し
込
み
が
あ
り
、
５
月
24
日
、
開

級
式
を
地
区
交
流
館
大
研
修
室
で
行
い
ま
し
た
。
澁
谷
会
長

の
主
催
者
あ
い
さ
つ
後
、生
涯
学
習
指
導
員
と
し
て
高
見

良
典
さ
ん
（
前
堰
本
小
学
校
長
）
か
ら
ご
あ
い
さ
つ
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
次
に
メ
ン
バ
ー
の
自
己
紹
介
、
年

間
学
習
計
画
を
確
認
し
ま
し
た
。
今
年
度
も
菅
野
幸
子
事
務

局
員
が
担
当
し
ま
す
。 

 
開
級
式
終
了
後
に
地
元
出
身
の
橘
内
畳
店
梁
川
支
店
長

ご
夫
妻
か
ら
指
導
を
受
け
、
約
30
セ
ン
チ
四
方
の
ミ
ニ
畳

制
作
を
し
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
、
上
手
く
出
来
て
ご
満
悦
‼ 

 

第
２
回
目
は
い
き
い
き
カ
レ
ッ
ジ
と
合
同
で 

自
然
観
察
会 

 仲
間
づ
く
り
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ 

 
７
月
26
日
、
粟
野
の
梁
川
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
３
回
目

の
女
性
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
12 

人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 
加
藤
オ
ー
ナ
ー
の
手
作
り
の 

【
歓
迎
 
堰
本
女
性
セ
ミ
ナ
ー 

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
ま
し 

ょ
う
】
の
ボ
ー
ド
が
あ
り
、
気 

分
は
最
高
潮
！
３
つ
の
グ
ル
ー 

プ
に
分
か
れ
、
２
つ
の
コ
ー
ス 

の
９
ホ
ー
ル
の
カ
ッ
プ
を
め
ざ 

し
て
楽
し
み
ま
し
た
。 

 

女
性
セ
ミ
ナ
ー 

開
級
式
を
開
催 

 
４
月
に
募
集
を
し
た
結
果
、
今
年
度
は
20
人

の
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。５
月
21
日
、堰
本

い
き
い
き
カ
レ
ッ
ジ
の
開
級
式
を
地
区
交
流
館

大
研
修
室
で
行
い
、
受
講
生
10
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
澁
谷
会
長
、
末
永
生
涯
学
習
部
会
長
の
あ

い
さ
つ
が
あ
り
、
年
間
学
習
計
画
と
各
地
区
連
絡

員
を
確
認
し
ま
し
た
。 

 ２
回
目
は
女
性
セ
ミ
ナ
ー
と
合
同 

「
自
然
観
察
会
」 

 

６
月
28
日
、
い
き
い
き
カ
レ
ッ
ジ
の
第
２
回

目
は
、
女
性
セ
ミ
ナ
ー
と
の 

合
同
学
習
会
で
「
自
然
観
察 

会
」
を
行
い
、
26
人
が
参
加 

し
ま
し
た
。 

「
石
丸
公
園
と
花
見
に
山 

公
園
」
を
森
の
案
内
人
・
蓮 

沼
さ
ん
と
安
斎
さ
ん
の
お
二 

人
に
森
林
の
働
き
、
植
物
の 

説
明
を
受
け
な
が
ら
散
策
し 

 

  

ピ
ア
ノ
の
調
律
も 

バ
ッ
チ
リ
！ 

写
真
は
調
律
中
の
調
律
師
さ
ん 

     交
流
館
の
エ
ゴ
の
木 

 
南
側
に
実
を
つ
け
た
エ

ゴ
の
木
発
見
！
 
昔
、水
を

ち
ょ
っ
と
付
け
て
シ
ャ
ボ

ン
に
し
た
様
な…

   
 

い
き
い
き
カ
レ
ッ
ジ 

ま
し
た
。
花
見
に
山
で
は
持
ち
主
の
菅
野

源
太
郎
さ
ん
か
ら
歴
史
も
伝
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
４
月
が
一
番
美
し
い
公
園

の
草
木
が
見
ら
れ
る
そ
う
で
す
。 

 

３
回
目
の
学
習 

「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
」 

 
 
 
 
 
 
 
７
月
10
日
、
大
関
・ 

新
田
・
細
谷
の
長
寿
会 

の
皆
さ
ん
に
ご
指
導 

を
い
た
だ
き
、
堰
本
小 

学
校
校
庭
で
、
グ
ラ
ウ 

ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し 

み
ま
し
た
。 

暑
い
中
、
ホ
ー
ル
イ

ン
ワ
ン
も
何
人
か
出
て
、
皆
さ
ん
の
筋
の

良
い
こ
と
！
 
幕
田
国
昭
さ
ん
、
マ
サ
イ

さ
ん
夫
妻
が
同
点
一
位
と
な
り
ま
し
た
。
  

木
陰
の
ベ
ン
チ
で
給
水
タ
イ
ム
を
取
り
な
が
ら
、

熱
中
症
予
防
も
心
が
け
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
閉
会
セ
レ
モ
ニ
ー
を
終 

え
、
全
員
で
記
念
撮
影 

も
し
ま
し
た
。 

仲
間
づ
く
り
も
十
分
に 

で
き
ま
し
た
。 

 
  



 
 
 
 
 
交
通
安
全
協
会
堰
本
分
会 

分
会
長
 
津
田
 
茂 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
日
頃
は
、
地
域
の
皆
様
方
に
交
通
安
全

活
動
に
対
し
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
心
か
ら
厚
く

御
礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

交
通
安
全
協
会
堰
本
分
会
の
活
動
内

容
は
、
春
夏
秋
冬
と
年
４
回
に
わ
た
り
展

開
さ
れ
て
い
る
全
国
交
通
安
全
運
動
の

実
施
と
、
そ
れ
と
同
時
に
、
ロ
ー
ソ
ン
前

交
差
点
で
の
交
通
事
故
防
止
の
チ
ラ
シ

配
布
を
し
て
、
運
転
す
る
方
に
安
全
運
転

を
心
が
け
る
よ
う
呼
び
か
け
（
安
全
運
転

啓
発
運
動
）
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
広

報
車
に
よ
る
川
南
、
粟
野
、
堰
本
地
区
一

円
を
巡
回
し
て
交
通
事
故
防
止
に
努
め

て
お
り
ま
す
。
各
町
内
会
の
役
員
の
方
々

に
は
危
険
な
場
所
に
幟
旗
を
設
置
し
、
地

域
の
皆
様
が
安
全
運
転
す
る
よ
う
に
呼

び
か
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
分
会
の
役

員
は
、
21
名
で
、
他
に
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー

の
役
員
８
名
で
す
。
年
間
通
し
て
の
主
な

活
動
は
、①
１
日
と
15
日
に
通
学
路
の
立

哨
、 

令令和４年度せきもとさとづくり推進協議会第７回総会は、今
年度も新型コロナウイルス感染拡大防止のため書面表決で行い
ました。役員体制は２年の任期ですが、改選もありましたので
お知らせいたします。 

地域振興部会   部会長 佐藤英吉副会長 
⭐具体的事業：グラウンドゴルフ大会、里づくり標語（堰小児童）
看板作成、せきもと太鼓クラブの創設、堰本文化祭（11月）、愛宕
または笠石周辺整備、花いっぱい運動（６月、９月） 
⭐メンバー：渡辺一夫、金山博美、佐藤喜一、橘 智也、吉田勝宜、	
      佐藤友治、山下勝利、鈴木良弘、佐藤賢一 
 里づくり女性委員会  

⭐事業：花いっぱい運動協力、古紙、
アルミ缶等回収、防災訓練炊出等、各
部会への協力 ※梁川踊り流し参加
（今年中止） 
⭐メンバー：	

委 員 長 末永綾子 
   副委員長 斉藤博美 
八島伸子、橘内レイ子、渡辺里子、 
渡辺シズ子、斎藤恵子、菅野克子、 
佐藤コト、佐藤浩子、小野晴美、 
阿部幸子、佐藤英子、山﨑陽子、 
佐藤久子 （4町内会は未選出） 

 
 
 
 
 
５月２８日に開催された里づくり女性委
員会メンバー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

            
 
          
   
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域の方々紹介 

②
地
区
内
で
の
行
事
等
で
の
交
通
整

理
、
③
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
中
の

毎
日
の
立
哨
、
広
報
活
動
、
④
交
通
安

全
パ
レ
ー
ド
（
交
通
安
全
母
の
会
、
防

犯
協
会
と
合
同
で
実
施
）
な
ど
あ
り
ま

す
。 夏

の
交
通
事
故
防
止
県
民
総
ぐ
る

み
運
動
期
間
も
終
わ
り
、
堰
本
地
区
内

に
お
い
て
は
大
き
な
事
故
も
な
く
過

ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

今
は
ど
こ
で
も
車
社
会
で
す
。
特
に

市
内
の
交
通
機
関
が
少
な
い
中
、
買
い

物
や
病
院
通
い
も
車
が
必
要
で
す
。 

交
通
事
故
を
防
ぐ
に
は
、
何
と
言
っ

て
も
一
人
ひ
と
り
が
法
定
速
度
を
守

り
、
ゆ
と
り
を
持
っ
て
安
全
運
転
す
る

こ
と
で
す
。
堰
本
地
区
か
ら
１
件
で
も

悲
惨
な
事
故
が
起
き
な
い
よ
う
、
起
こ

さ
な
い
よ
う
、
心
が
け
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
今
日
は
他
人
の
身
、

明
日
は
我
が
身
で
す
。 

地
域
の
皆
さ
ん
、
車
を
運
転
す
る
時

は
十
分
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動 

 
 

９
⽉
21
⽇
.
30
⽇ 

 
「
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
」
を
運
動
の
基

本
と
し
、
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転

車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止
、
全
て
の
座
席
の

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
徹
底
、
飲
酒
運
転
の
根

絶
な
ど
重
点
に
展
開
し
ま
す
。 

  

交
通
事
故
０
を 

め
ざ
し
て 

  

 

私
は
堰
本
で
生
ま
れ
育
ち
、
堰
本
幼
稚

園
、堰
本
小
学
校
に
通
い
、高
校
卒
業
後
、

結
婚
し
て
高
橋
に
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も

も
４
人
お
り
、
今
は
伊
達
町
箱
崎
に
住
ん

で
い
ま
す
。
結
婚
す
る
前
も
、
し
て
か
ら

も
、
ず
っ
と
新
田
の
ロ
ー
ソ
ン
で
働
い
て

い
ま
す
。
橘
吉
之
助
商
店
か
ら
ロ
ー
ソ
ン

に
な
っ
て
24
年
、
ず
っ
と
あ
の
十
字
路

の
一
角
か
ら
、
う
つ
り
変
わ
る
「
せ
き
も

と
」
を
感
じ
て
き
ま
し
た
。
特
に
伊
達
か

ら
通
う
こ
と
で
感
じ
る
堰
本
や
、
働
い
て

い
る
こ
と
で
感
じ
る
こ
と
が
沢
山
あ
り

ま
す
。 

私
の
小
さ
い
頃
は
見
渡
す
限
り
に
田

ん
ぼ
が
広
が
り
、
蛙
が
鳴
い
て
ホ
タ
ル
が

飛
ん
で
、
道
路
は
一
本
入
る
と
砂
利
道

で
。
信
号
機
も
な
く
。
ま
あ
信
号
機
が
な

か
っ
た
の
で
事
故
は
結
構
あ
り
ま
し
た

ね
（
泣
）
す
ご
く
時
間
が
ゆ
っ
く
り
と
流

れ
て
い
る
様
に
感
じ
る
「
せ
き
も
と
」
で

し
た
。 

そ
れ
か
ら
時
は
流
れ
て
、
私
が
高

校
生
の
時
に
、
新
田
に
陽
光
台
団
地

が
で
き
て
、ロ
ー
ソ
ン
に
な
っ
て
、信 

 

●
花
い
っ
ぱ
い
運
動
  

花
苗
植
栽
を
実
施 

６
月
５
日
、
堰
本
小
学
校
西
側
道
路

際
と
、
大
関
の
県
道
旧
道
入
り
口
、
新

田
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
花
壇

に
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
サ
ル
ビ
ア
の
花

苗
各
１
，
５
０
０
本
を
さ
と
づ
く
り
推

進
協
議
会
理
事
の
方
々
で
植
え
付
け

し
ま
し
た
。 

        

花
苗
は
、
県
道
を
中
心
に
道
路
沿
い

の
美
化
活
動
と
し
て
、
県
土
木
事
務
所

か
ら
い
た
だ
い
て
、
各
地
の
花
壇
・
道

路
沿
い
に
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

今
年
も
地
域
振
興
部
会
を
中
心
に
、

里
づ
く
り
女
性
委
員
会
役
員
に
も
お

願
い
し
、
大
関
地
区
、
新
田
駅
、
ロ
ー

ソ
ン
前
交
差
点
、
小
学
校
前
で
そ
れ
ぞ

れ
作
業
に
か
か
り
ま
し
た
。
事
前
と
事

後
の
作
業
も
部
会
で
担
当
し
て
や
っ

て
い
ま
す
。
き
れ
い
に
咲
い
た
花
々
は

道
ゆ
く
人
た
ち
の
和
み
に
な
り
ま
す
。 

 
広報委員会 
⭐具体的事業：広報紙「里づくり せきもと」の発行事業（年４回） 
⭐メンバー：事務局長、事務局員 

せきもとさとづくり推進協議会組織体制 
 
 

三役・事務局 
⭐事業：地域の拠点となる地区交流館
維持管理・運営に関する事業 
会長 澁谷基昌 
副会長 菅野吉・佐藤英吉・末永明 
事務局長 小賀坂光義 
事務局次長 今村みさ子 
事務局員  
菅野幸子・三浦裕子・小賀坂ロク 
 

 地域安全部会  部会長 菅野吉副会長 
⭐具体的事業：伊達市チャレンジデー参加、防災訓練（９月）、 
敬老会（社協と共催）、古紙等回収、せきもと交流サロン、女性防火
クラブ 
⭐メンバー：大友利久、橘内正幸、渡辺佳宏、小賀坂正秋、	
松浦芳盛、佐藤秀行、小野久元、桃井利昭 

 
生涯学習部会  部会長 末永明副会長 

担当 末永明副会長 ＝「堰本いきいきカレッジ」 
担当 菅野幸子（事務局員）＝「堰本女性セミナー」 

⭐具体的事業：堰本いきいきカレッジ（10 回予定）、堰本女性セミ
ナー（10 回予定）、健康料理教室（男女とも）（３回予定）、写真教
室（２回予定） 
⭐メンバー：佐々木賢一、菅野源太郎、佐藤恵子 

 

号
機
は
地
区
内
に
４
ヵ
所
も
で
き
、
道

路
に
は
通
学
用
の
青
い
線
が
ひ
か
れ
、

橋
も
大
き
く
な
っ
て
。「
せ
き
も
と
」が

さ
ま
ざ
ま
に
景
色
を
変
え
グ
レ
ー
ド

ア
ッ
プ
し
て
い
く
様
を
見
て
き
ま
し

た
。
そ
う
い
っ
た
堰
本
の
中
で
働
い
て

感
じ
る
事
は
、
み
ん
な
元
気
！
！
仕
事

に
行
く
人
、
来
る
人
。
農
家
の
方
々
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。
小
さ

い
子
も
み
ん
な
本
当
に
元
気
で
笑
顔

が
ス
テ
キ
で
す
。 

お
店
に
来
て
く
れ
る
方
に
よ
く
「
元

気
だ
な
い
」
っ
て
声
を
か
け
て
も
ら
い

ま
す
が
、
買
い
物
に
来
て
く
だ
さ
る

方
々
の
元
気
や
笑
顔
を
も
ら
っ
て
、
私

も
元
気
に
な
る
し
、
笑
顔
に
な
る
ん
で

す
。
い
つ
も
た
く
さ
ん
の
元
気
チ
ャ
ー

ジ
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

最
近
、「
啓
子
さ
ん
に
そ
っ
く
り
！
」

と
も
言
わ
れ
、
母
の
経
て
き
た
年
齢
を

重
ね
て
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
ロ
ー
ソ
ン
に
来
た
ら

「
せ
ぎ
も
ど
の
ロ
ー
ソ
ン
だ
な
あ
〜
」

と
ひ
と
息
つ
い
て
も
ら
え
る
よ
う
元

気
い
っ
ぱ
い
店
番
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く 

お
願
い
し
ま
す
。 

高橋和歌子さん 
 伊達町在住 
陽光台コンビニ勤務 

私
の
ふ
る
里 

「
堰
本
」 

コロナ感染防
止を図り、笑顔
で接客を 


